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平
成
２３
年
第
3
回
三
豊
市
議
会
臨
時
会

　

平
成
23
年
第
３
回
三
豊
市
議
会
臨
時
会
が
、
11
月
28
日
に
開
催

さ
れ
、
香
川
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ
く
「
三
豊
市
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
の
１
議
案
を
可
決

し
ま
し
た
。

　

臨
時
会
に
は
、
三
豊
市
職
員
（
若

年
層
お
よ
び
医
師
を
除
く
）
給
与
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
１
議
案

が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

①
三
豊
市
職
員
の
平
均
年
間
給
与

　

0
・
2
7
％
引
き
下
げ
。

　

②
三
豊
市
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

　

は
9
5
・
6
と
な
っ
て
お
り
、
４

　

月
に
遡
る
こ
と
な
く
12
月
か
ら
の

　

実
施
と
な
り
ま
す
。

　

③
期
末
・
勤
勉
手
当
は
、
改
定
が

　

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

＊
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
、
一
般
行
政
職
に
つ
い
て
、

地
方
公
務
員
と
国
家
公
務
員
の
給
与
水
準
を
、
国
家
公

務
員
の
職
員
構
成
を
基
準
と
し
て
、
職
種
ご
と
に
学
歴

別
、
経
験
年
数
別
に
平
均
給
与
月
額
を
比
較
し
、
国
家

公
務
員
の
給
与
を
100
と
し
た
場
合
の
地
方
公
務
員
の
給

与
水
準
を
指
数
で
示
し
た
も
の
で
す
。

議

会

日

誌

12
月

21
日

22
日

24
日

28
日

29
日

6
日

7
日

8
日

9
日

12
日

13
日

14
日

1
日

三
観
広
域
行
政
組
合
議
会

議
会・行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

ご
み
処
理
問
題
調
査

特
別
委
員
会
視
察
研
修

臨
時
会

議
会
運
営
委
員
会

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

民
生
常
任
委
員
会

三
豊
総
合
病
院
企
業
団
議
会

定
例
会

定
例
会
（
一
般
質
問
）

定
例
会
（
一
般
質
問
）

定
例
会
（
一
般
質
問
）

議
会
広
報
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

総
務
教
育
常
任
委
員
会

10
月

11
月

27
日

31
日

11
日

12
日

15
日

16
日

18
日

7
日

民
生
常
任
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

議
会・行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

ご
み
処
理
問
題
調
査
特
別
委
員
会

市
町
総
合
事
務
組
合
議
会

議
会
広
報
委
員
会
視
察
研
修

議
会・行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

全
国
競
艇
主
催
地
議
会
協
議
会

議
会・行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

視
察
研
修

総
務
教
育
常
任
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

地
方
行
財
政
講
演
会

10
日

9
日～

17
日

16
日～

25
日

24
日～

市
議
会
だ
よ
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結
婚
推
進
活
動
事
業
お
よ
び
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

■
研
修
概
要　

　

著
し
い
人
口
減
少
の
危
機
感
に
よ
り
、

平
成
17
年
か
ら
結
婚
推
進
事
業
と
し
て
、

「
縁
結
び
推
進
委
員
会
」・「
縁
結
び
サ
ポ
ー

タ
ー
」を
設
け
、
企
業
と
も
連
携
し
、
出
会

い
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
平

成
21
年
に
「
縁
結
び
名
簿
」
を
作
成
し
、

情
報
の
共
有
化
を
図
っ
て
い
る
が
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
な
ど
で
活
用
が
不
十
分
だ
。
結

婚
に
対
す
る
価
値
観
の
変
化
で
、
こ
の
事

業
の
今
後
の
在
り
方
を
模
索
し
て
い
る
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
は
、

　
　
　
　
　
　
　
あ　

ま
ち
ょ
う

研
修
先　

島
根
県
海
士
町（
隠
岐
諸
島
）

市
が
林
業
・
木
材
産
業
の
集
散
地
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
軸
と
し

て
構
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
基
盤

が
整
っ
た
た
め
、
持
続
的
に
成
長
し
続
け

る
地
域
産
業
の
創
造
が
今
後
の
テ
ー
マ
だ
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
活
用
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

■
研
修
概
要

　

サ
ッ
カ
ー
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
、

世
界
一
に
な
っ
た
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」

の
メ
ン
バ
ー
を
輩
出
し
た
「
岡
山
湯
郷
ベ

ル
」は
、
市
が
県
か
ら
指
定
管
理
委
託
を
受

け
て
い
る
県
美
作
ラ
グ
ビ
ー
・
サ
ッ
カ
ー

場
を
ホ
ー
ム
と
し
て
い
る
。
官
民
一
体
の

支
援
を
後
ろ
盾
に
、
選
手
の
雇
用
な
ど
を

地
元
事
業
者
が
支
え
て
お
り
、
地
域
一
体

で
「
ス
ポ
ー
ツ
と
い
で
湯
の
ま
ち
」
の
復

活
に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

移
住
・
定
住
対
策
に
つ
い
て

■
研
修
概
要

　

「
職
員
が
変
わ
れ
ば
役
場
が
変
わ
り
、

役
場
が
変
わ
れ
ば
住
民
も
変
わ
り
、
住
民

が
変
わ
れ
ば
地
域
（
島
）
が
変
わ
る
。
そ

れ
が
地
域
再
生
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
」。
こ
の
考
え
方
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
原

点
だ
。
住
民
と
議
会
・
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
、
島
の
生
き
残
り
を
か
け
た
「
自
立

促
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
行
財
政
改
革

と
新
産
業
創
出
の
両
面
作
戦
を
と
る
と
と

も
に
、「
離
島
」
の
魅
力
を
発
信
し
、
200
人

も
の
定
住
人
口
増
を
実
現
し
て
い
る
。

議
会
広
報
紙
に
つ
い
て

■
研
修
概
要

　

紀
の
川
市
は
、
人
口
約
６
万
７
千
人
、

面
積
228
㎢
で
、
平
成
17
年
に
近
隣
５
町
が

合
併
し
て
誕
生
し
た
市
で
あ
る
。
視
察
に

は
、
議
会
広
報
委
員
全
員
（
８
人
）
の
対

応
を
基
本
と
し
、
議
長
参
加
の
も
と
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

単
独
発
行
か
合
冊
発
行
か
に
つ
い
て
は
、

「
歴
史
散
歩
の
連
載
」
な
ど
記
事
の
内
容

を
工
夫
し
、
議
会
独
自
の
立
場
か
ら
単
独

発
行
で
も
読
ん
で
も
ら
え
る
紙
面
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

　

年
６
回
発
行
し
、
全
議
員
が
議
会
広
報

委
員
を
経
験
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
議

会
広
報
委
員
会
も
、
他
の
委
員
会
に
比
し

て
、
自
信
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

議
会
改
革
に
お
け
る

　
　

広
報
広
聴
活
動
の
充
実
に
つ
い
て

■
研
修
概
要

　

熊
取
町
は
、
人
口
約
４
万
４
千
人
、
面

11
月
9
日
〜
10
日

議
会
広
報
委
員
会
研
修

10
月
19
日
〜
21
日

総
務
教
育
常
任
委
員
会
研
修

　
　
　
　
　
　
　
ま
に
わ
し

研
修
先　

岡
山
県
真
庭
市

　
　
　
　
　
　
　
み
ま
さ
か
し

研
修
先　

岡
山
県
美
作
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

の
か
わ
し

研
修
先　

和
歌
山
県
紀
の
川
市

　
　
　
　
　
　
　
く
ま
と
り
ち
ょ
う

研
修
先　

大
阪
府
熊
取
町

▲海士町にて

▲紀の川市にて

特
別
委
員
会

常
任
委
員
会

視 察

報 告

研 修
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積
17
㎢
、
関
西
国
際
空
港
に
隣
接
し
て
い

る
農
業
・
繊
維
と
4
つ
の
大
学
を
有
す
る

ま
ち
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

平
成
20
年
３
月
、
議
会
基
本
条
例
を
制

定
。「
議
会
だ
よ
り
」
を
単
独
で
発
行
し
、

「
議
会
報
告
会
」
も
３
〜
５
自
治
会
ご
と

に
年
１
回
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
会
議

録
の
公
開
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
会
議
録

ま
で
行
っ
て
い
る
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
文
字
数
が
多
く
な
ら

な
い
よ
う
に
、
イ
ラ
ス
ト
で
対
応
す
る
な

ど
、
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
、
議
会

広
報
委
員
全
員
で
役
割
分
担
を
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
、
声
を
紙
面
に
反
映
さ
せ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　

議
会
広
報
委
員
会
は
、
広
報
紙
を
発
行

す
る
こ
と
が
仕
事
で
あ
る
が
、
議
会
改
革

や
議
会
報
告
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
の

柱
に
な
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
た
研
修

で
あ
っ
た
。

議
会
に
よ
る
事
務
事
業
評
価
に
つ
い
て

■
研
修
概
要　

　

亀
岡
市
議
会
で
は
、「
議
会
運
営
の
取
り

組
み
と
し
て
の
事
務
事
業
評
価
」
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
つ
る
が　

し

研
修
先　

福
井
県
敦
賀
市

て
視
察
し
た
。

　

決
算
審
査
を
行
い
、
財
務
事
務
事
業
成

果
を
判
断
し
、
本
年
度
予
算
執
行
や
来
年

度
の
予
算
編
成
に
反
映
さ
せ
て
い
く
目
的

で
審
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
活

性
化
推
進
委
員
会
で
検
討
し
、
分
科
会
で

対
象
事
業
を
選
定
、
評
価
意
見
を
ま
と
め

全
体
会
に
提
言
、改
善
報
告
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

　

今
後
さ
ら
な
る
取
り
組
み
と
し
て
各
項

目
を
増
加
し
、
意
思
形
成
を
図
り
質
疑
応

答
や
現
地
調
査
を
行
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、

「
決
算
に
関
す
る
提
言
」
を
ま
と
め
、
決

算
認
定
に
当
た
っ
て
は
附
帯
決
議
を
提
出

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

当
委
員
会
に
お
い
て
も
財
務
事
務
の
適

正
性
を
確
認
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
各

事
業
の
成
果
を
判
断
し
、
本
年
度
の
予
算

執
行
や
来
年
度
の
予
算
編
成
に
反
映
さ
せ

る
べ
く
、
事
務
事
業
評
価
の
在
り
方
を
再

検
討
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
た
い
。

議
会
基
本
条
例
お
よ
び
議
会
の
活
性
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

■
研
修
概
要　

　

地
域
の
こ
と
は
地
域
が
決
め
る
と
い
う
、

よ
り
一
層
の
地
方
分
権
へ
の
転
換
が
進
め

ら
れ
て
い
る
な
か
、
敦
賀
市
に
お
い
て
も
、

「
市
民
の
期
待
に
応
え
る
議
会
」、「
市
民

に
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、
今
ま
で

の
議
会
改
革
の
集
大
成
と
し
て
議
会
基
本

条
例
を
制
定
し
た
。
制
定
方
法
と
し
て
は
、

議
会
運
営
委
員
会
で
協
議
を
し
た
。

　

敦
賀
市
議
会
基
本
条
例
の
特
長
と
し
て

は
、会
議
の
原
則
公
開
、
ま
た
議
会
審
議
の

充
実
と
し
て
政
策
討
論
会
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
議
会
の
活
性
化
と
し
て
議
会
報
告

会
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
若
年
層
の
議
会
視
聴
の
推
進
や

議
会
視
聴
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
よ
り

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
た
め
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
映
像
配
信
を
導
入
し
て
い
る
。

　

陜
川
郡
議
会
か
ら
三
豊
市
議
会
議
長
を

は
じ
め
議
員
に
対
し
て
、「
２
０
１
１
大
蔵

経
千
年
世
界
文
化
祝
典
」、「
大
耶
文
化
祭
」

へ
の
招
待
が
あ
り
、
10
月
9
日
議
会
議
員

一
行
が
公
式
に
陜
川
郡
を
訪
問
し
た
。
議

員
一
行
は
、祝
典
な
ど
へ
の
出
席
の
ほ
か
、

郡
庁
舎
な
ど
郡
内
の
主
た
る
施
設
の
視
察

も
行
い
、
相
互
理
解
を
深
め
た
。

＊
陜
川
郡
と
は
、
平
成
19
年
7
月
に
友

好
都
市
交
流
協
定
が
締
結
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
基
づ
き
、
昨
年
11
月
に
は
、
陜

川
郡
議
会
の
議
員
団
が
本
市
を
公
式
に

訪
れ
て
い
る
。

11
月
16
日
〜
17
日

議
会・行
財
政
改
革
調
査
特
別

委
員
会
研
修

　
　
　
　
　
　
　
か
め
お
か
し

研
修
先　

京
都
府
亀
岡
市

▲敦賀市にて

▲陜川郡議会にて

韓
国
陜
川
郡
公
式
訪
問

は
ぷ
ち
ょ
ん

２
０
１
１
大
蔵
経
千
年
世
界
文
化
祝
典

大
耶
文
化
祭
へ
の
参
加

だ
い
ぞ
う
き
ょ
う

で　

や
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ご
み
処
理
業
務
の
民
間
委
託
と
リ
サ
イ
ク

ル
率
日
本
一
の
分
別
収
集
に
つ
い
て

■
研
修
概
要　

　

志
布
志
市
は
、
も
と
も
と
ご
み
焼
却
施

設
が
な
い
た
め
、
全
て
の
ご
み
を
埋
め
立

て
処
分
し
て
い
た
。
し
か
し
、
最
終
処
分

場
に
も
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
埋
め
立

て
ご
み
の
量
を
減
ら
す
た
め
に
、
平
成
12

年
度
か
ら
本
格
的
に
ご
み
の
分
別
収
集
を

行
い
、
そ
の
資
源
化
に
取
り
組
み
始
め
た
。

平
成
16
年
度
か
ら
は
、
生
ご
み
の
分
別
収

集
・
堆
肥
化
を
、
平
成
23
年
度
か
ら
は
家

庭
小
型
家
電
を
分
別
収
集
に
加
え
る
な
ど
、

現
在
で
は
、
29
品
目
を
分
別
し
、
ご
み
の

資
源
化
に
努
め
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
成
果
に
よ
り
、
環
境
省
が
例

年
実
施
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
実
態
調
査

で
は
、
平
成
21
年
度
の
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

率
が
7
5
・
4
％
と
、
全
国
の
市
で
５
年

連
続
日
本
一
と
な
っ
た
。

　

収
集
し
た
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、

民
設
民
営
の
「
そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
」
が
担
っ
て
お
り
、
近
隣
市
町
か
ら
の

委
託
を
受
け
て
、
資
源
ご
み
の
収
集
と
中

間
処
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
は
、
循
環
型

社
会
の
構
築
の
意
味
も
あ
り
、
処
理
さ
れ

た
堆
肥
は
、
各
学
校
や
公
民
館
な
ど
へ
の

無
料
配
布
の
ほ
か
、
市
販
も
さ
れ
て
お
り
、

幅
広
く
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。

　

行
政
・
市
民
・
民
間
が
ま
さ
に
一
体
と

な
っ
て
行
っ
て
い
る
ご
み
の
分
別
収
集
は
、

市
民
の
一
斉
清
掃
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

清
掃
活
動
に
ま
で
結
び
つ
き
、「
志
布
志
モ

デ
ル
」
と
し
て
海
外
で
も
評
価
さ
れ
て
い

た
。
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▲そおリサイクルセンターにて

11
月
24
日
〜
25
日
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委員会の レ レア コ

　議案などは最終的には本会議で決定されます。しか
し、市議会で取り扱う問題は数も多く、内容も幅広い
分野にわたっています。
　そこで、これをいくつかの部門に分けて専門的、能
率的に審査・調査するため、本会議のほかに委員会が
設けられています。
　委員会には、常に設置されている常任委員会、議会
運営委員会と必要に応じて設置される特別委員会があ
ります。 

 
　現在、三豊市議会には次の３つの常任委員会があり
ます。
　●　総務教育常任委員会
　●　建設経済常任委員会
　●　民生常任委員会
　議員は少なくとも１つの常任委員会に所属しなけれ
ばなりません。
　委員の任期は１年です。

　議会の運営を円滑に行うために、会期の設定や議
案・請願などの取り扱いなど、議会運営に関する事項
について審査・調査する委員会です。
　委員の任期は１年です。

 
　本会議の議決によって必要に応じて設置される委員
会で、その委員会を設置した目的が達成されると委員
会の任務は終了します。
　現在、三豊市議会には次の４つの特別委員会があり
ます。
　●　議会・行財政改革調査特別委員会
　●　まちづくり調査特別委員会
　●　ごみ処理問題調査特別委員会
　●　議会広報委員会
　これらに加え、毎年９月に決算特別委員会が設置さ
れます。

常任委員会

特別委員会

議会運営委員会
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